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○背景
• 自転車関連事故は，約7割が交差点で発生
信号交差点では自動車の右左折時の事故が6割

• 「選択的認知」※1や「非注意性盲目」※2に関する研究
→ ドライバの観点から，錯綜対象の選択が生じている

○目的
①複数の自転車と左折車の選択的錯綜状況※3の発生パ
ターンを明かにする

②TTC(Time to Collision)指標を使って錯綜パターン毎
の安全性を比較し，危険な錯綜に関わる要因について
知見を得る

※1 認知のプロセスにおいて，自己の経験や背景に基づいて情報を選択
したり，自己の関心や期待を反映させること．

※2 視野の中に入っているものの，注意が向けられていないために物事
を見落としてしまう事象のこと．

※3 左折車ドライバが錯綜対象を選択するような状況のこと．

• 全ての錯綜を扱うことができず，
件数の少ない中での分析であった．

• 選択的錯綜状況の定量的な評価が
できていない．

○対象交差点と隅角部条件
東京都内の自転車・自動車通行環境の異なる4つの信号交差点を対象とした．

○自転車通行パターンの分類
自転車通行位置をA1,A2,A3,A4,B1,B2,C1,C2,Dの9パターンに分類した．
Aは順方向，Bは横断方向，Cは対面，Dは隅角部静止の自転車を表す．

○動画解析と評価方法
2020年10月～2021年12月に撮影したビデオ画像を使用した．
静止画像から深層学習による物体検知を行い，物体の種類・座標を取得した．
錯綜の危険度を2次元TTC(Time To Collision)指標※4を用いて評価した．

※4 衝突前余裕時間．速度や進行方向を維持すると仮定した場合の衝突までの時間(s)を表す．

構造的分離 車道混在

対象交差点 亀戸 富ヶ谷 板橋 熊野町

整備・運用
形態

自転車道
自転車
横断帯

左直車線
＋矢羽根

左折車線

第1車線 左直 左直 左直 左折専用

隅切半径 12.0m 11.0m 7.0m 9.0m

停止線ｾｯﾄﾊﾞｯｸ 9.0m 11.0m 19.0m 10.0m

自転車ｾｯﾄﾊﾞｯｸ 5.5m 4.0m 1.0m 3.0m

流入車線幅員 3.0m 3.0m 3.0m 3.0m

流出車線幅員 3.0m 3.5m 3.0m 3.0m

交差角 90° 85° 100° 85°

自転車横断帯 ○ ○ × ×

横断歩道 × × ○ ○

○選択的錯綜状況に関わる隅角部条件の考察
危険な錯綜に関連する隅角部条件は，
・通行パターンが複数ある（全交差点共通）
・並列走行が可能である（全交差点共通）
・ショートカット構造（亀戸，熊野町）
・横断方向からの急な横断が可能な構造（亀戸）
・隅角部滞留（富ヶ谷，熊野町） ・自転車セットバック量（板橋）
・坂道の急勾配（板橋） ・交差角（板橋） 2台目の自転車

計
A B C D

TTC
最小
自転車

A 16 8 1 8 33

B 1 1 2 1 5

C 1 1 1 − 3

D − − − − 0

計 18 10 4 9 41

2台目の自転車
計

<0.5 <1.0 <2.0 >2.0

TTC
最小
自転車

<0.5 － － － － 0

<1.0 － － 2 5 7

<2.0 － 1 4 17 22

>2.0 － － － 12 12

計 0 1 6 34 41

自転車セットバック量 錯綜件数 視野による見落とし件数(%)

亀戸 5.5(m) 11 2(18.2%)

富ヶ谷 4.0(m) 5 1(20%)

板橋 1.0(m) 6 5(83.3%)

熊野町 3.0(m) 7 6(85.7%)

○自転車横断箇所と見落としの関係
自転車セットバック量が小さくなると，視野の外の順走自転車
の見落としが多くなる傾向が見られた．

○錯綜パターン
• 自転車通行パターンの組み合わせとしては，

A(順走)とA(順走),A(順走)とB(横断方向),A(順走)とD(隅角部)
の組み合わせが危険な錯綜パターンである．

• TTCの組み合わせとしては，
TTCが1.0秒以下となる危険な自転車も確認されたが，
2台目としては2.0秒以上の安全な自転車が多い傾向にあった．

TTCが最小となった時間における
左折車， TTCが最小となった自転車， その他錯綜した自転車

亀戸 富ヶ谷 板橋 熊野町

錯綜の様子（物体検知済）
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A:順方向 B:横断方向

C:対面 D:隅角部静止


